
岩手県における被災状況と復興への取組 

 

岩手県知事  達 増  拓 也 
 

１ 岩手県沿岸地域の状況と地域振興への取組 

 

岩手県の人口の約２割（約 28 万人）が居住する本県の沿岸地域は、風光明媚な陸中海岸や水深を

誇る天然の良港、更には世界的な漁場等の豊かな自然環境に囲まれた地域である。 

 

また、この地理的利点を生かした水産業のほかにも、世界的シェアを誇る精密機械関連産業や鉄

鋼業、セメント製造業等の産業が集積しているとともに、本県内陸地域等で生産された工業製品の

積み出し港として陸海の交通ネットワークを形成している地域である。 

 

しかしながら、全国や本県内陸部と比べ経済的発展が弱いなどの課題も抱えており、岩手県では、

「沿岸地域の発展なくして県の発展はない」との考え方から、県政の最重要課題として、当該地域

の振興に重点的に取り組んできた。 

 

こうした取組により、特に産業振興の分野では、食産業、ものづくり産業、観光産業、農林水産

業などにおいて、様々な地域資源を活用した新商品の開発や販路の開拓、新規立地企業と既存立地

企業の生産拡大、農林水産物のブランド化などで成果が現れてきたところ。 

 

 (1) 震災前の沿岸地域の主な課題 

 

岩手県の沿岸地域は、その地理的な条件や高速交通網整備の遅れ等から、さまざまな取組が必

要であった。 

 
① 雇用(H23.2 現在)             ② 県民所得(H20、１人当たり) 

 有効求人倍率 県民所得 

大船渡地域 0.47 (0.76) 大 船 渡 地 域 2,023 千円 (0.73) 
釜 石 地 域 0.41 (0.66) 釜 石 地 域 2,222 千円 (0.81) 
宮 古 地 域 0.51 (0.82) 宮 古 地 域 2,045 千円 (0.74) 
久 慈 地 域 0.34 (0.55) 久 慈 地 域 1,938 千円 (0.70) 
岩 手 県 0.50 (0.81) 岩 手 県 2,267 千円 (0.82) 
全 国 0.62 (1.00) 全 国 2,754 千円 (1.00) 

 
③ 人口減少率(H22 と H12 の比較)      ④ 人口に占める 65 歳以上の比率（H22） 

 人口増減率  高齢者の割合 

大船渡地域 △10.1% 大 船 渡 地 域 32.8% 
釜 石 地 域 △14.3% 釜 石 地 域 34.2% 
宮 古 地 域 △12.0% 宮 古 地 域 32.1% 
久 慈 地 域 △10.3% 久 慈 地 域 28.4% 
岩 手 県 △ 6.0% 岩 手 県 27.1% 
全 国 + 0.9% 全 国 23.2% 

 

(  )内の数値は、全国を 1.00 とした場合の割合である。 

※ 全国と県内の調査時点は、わずかにずれている。
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⑤ 医療の状況(H20.12 現在、人口 10 万人当たり) 
 医師数 

大 船 渡 地 域 134.7 人 (0.60) 
釜 石 地 域 141.1 人 (0.63) 
宮 古 地 域 120.0 人 (0.53) 
久 慈 地 域 118.8 人 (0.53) 
岩 手 県 191.9 人 (0.85) 
全 国 224.5 人 (1.00) 

 

(2) 沿岸地域における資源と振興に向けた取組 

 

その一方で、この地域は豊かな三陸漁場や比較的温暖な気候に恵まれ、中・古生界からなる変

化に富んだ地質構造となっている。 

平成 21 年 12 月、県の長期計画である「いわて県民計画」及び「いわて三陸海洋産業振興指針」

を策定し、沿岸地域の振興に重点的に取組んできた。 

 

≪いわて県民計画（抜粋）≫ 

 

① 地域の自立と活力を生み出す産業の振興 

地域経済をリードするものづくり産業の集積／産業を支える社会基盤の整備／地域産業の基盤としての農林水

産業の振興／沿岸の農林水産資源を活用した食産業の展開／総合産業としての観光の展開 

 

② 安全・安心な暮らしができる三陸地域の形成 

地震・津波等の災害に強いまちづくりの推進／住み良い暮らしの環境づくりの推進／良好な自然環境の保全と

活用による環境との共生の実現／安心して子どもを産み育てることができ、健やかに長寿を楽しむ社会の実現

／安心で健やかに暮らせる地域医療の確保及び健康づくりの展開 

 

 

 

２ 岩手県沿岸地域の歴史・文化風土 

 

(1) 豊かな海に支えられた文化・歴史 

縄文の昔からの漁労文化が根付いた地域。江戸時代には、煎海鼠（いりなまこ）や干鮑などの

長崎俵物の産出地として知られ、江戸時代には吉里吉里善兵衛等の豪商が生まれるほど豊かな地

域である。また、黒森神楽（国指定無形民俗文化財）等の神楽、虎舞、鹿踊等の郷土芸能に溢れ

ている。 

 

(2) 民衆行動の歴史 

その一方、藩政時代には、御用金徴収反対に端を発した三閉伊一揆等が起こった地域でもあり、

藩政改革を要求し、処分者を出さず、藩首脳の交代と要求項目４９カ条のうち３９カ条を受け入

れさせることに成功させるなどの歴史もある地域である。 
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３ 震災津波の状況 

 

 (1) 津波被害の状況 

今回の津波は、本県沿岸部に大きな被害をもたらしたが、その被害状況は概ね次の４つに分ける

ことができる（別添資料１参照）。 

 

被害状況の区分 該  当  地  区 

①壊滅的な被害を受け、集落・都市

機能をほとんど喪失した地域 

宮古市（田老海岸、田老漁港海岸）、山田町（山田漁港海岸）、

大槌町（大槌漁港海岸）、陸前高田市（高田海岸） 

②臨海部の市街地を中心に被災し、

後背地の市街地は残存している地

域 

野田村（野田海岸）、宮古市（宮古港海岸（藤原地区・鍬が

崎地区））、釜石市（釜石港海岸）、大船渡市（大船渡港海岸）

③臨海部の集落を中心に被災し、市

街地は概ね残存している地域 

久慈市（久慈港海岸）、田野畑村（島の越漁港海岸、嶋之越

海岸）、岩泉町（小本海岸） 

④防災施設等の後背地には、ほとん

ど被害がない地域 

洋野町（平内海岸）、普代村（宇留部海岸） 

 
 (2) 主な被害の状況 

被 害 の 区 分 被  害 集計時点 備   考 

人 的 被 害 死者数 3,891 人 4.17
 行方不明者数 4,005 人 4.17
 避難者数 44,515 人 4.17 沿岸部の７人に１人 

家 屋 被 害 全・半壊 19,766 棟 4.12 他に調査中あり 
産 業 被 害 農業被害 798 億円 4.18 農地・施設 719 億円など 

 林業被害 231 億円 4.18 施設 216 億円など 
 水産業・漁港被害 3,137 億円 4.18 漁港 1,026 億円、漁船 961 億円など

 製造業被害 890 億円 4.12 地震による被害は調査中 
 小売・卸売業被害 445 億円 4.12 地震による被害は調査中 
 宿泊施設被害 326 億円 4.12 地震による被害は調査中 

公共土木被害 河川局関係 1,711 億円 4. 5
 都市・地域整備局関係 411 億円 4. 5
 港湾局関係 445 億円 4. 5

   ※ 現在把握している主な被害のみ掲載しており、引続き調査中である。 
 
４ 復興に向けての取組 

 

 (1) 復興に向けた基本方針を策定(H23.4.11、別添資料２参照) 

  ① 基本方針を貫く原則 

・ 被災者の人間らしい「暮らし」、「学び」、「仕事」を確保し、一人ひとりの幸福追求権を保障

する。 

・ 犠牲者の故郷への思いを継承する。 

 ② 復興に向けて取組む内容 

1)市町村行政機能の支援、2)まちづくり、3)水産業等、4)学校・教育、5)医療・福祉、 

6)経済産業・雇用、7)観光 
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(2) 岩手県東日本大震災津波復興委員会の設置(H23.4.11 第１回委員会開催) 

 

専門家や研究者の提言や、関係市町村、被災者をはじめとした県民等の意見を踏まえ、復興ビ

ジョン及び復興計画を練り上げるため、学識経験者や県内各界の代表者からなる岩手県東日本大

震災津波復興委員会を設置。６月まで復興ビジョンについて論議。それを踏まえ県として復興ビ

ジョンを策定。その後更に審議いただき、復興計画を策定。 

 

  ① 岩手県東日本大震災津波復興委員会の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ② 委員会での主な論点事項 

 
1) 市町村行政機能の支援 

・市町村の行政機能の自立的な回復をどのように支援していくか。 
・被災者の自立的な生活再建をどのように支援していくか。 
・地域コミュニティの維持・再生をどのように支援していくか。 

 
2) まちづくり 

・新たなまちづくりの姿をどのように描いていくか。 
 
3) 水産業等 

・世界に誇る岩手の水産業等をどのように復興していくか。 
 
4) 学校・教育 

・被災した児童生徒の「学びの場」をどのように再生していくか。 
 
5) 医療・福祉 

・新たなまちづくりと連動した保健医療福祉体制をどのように構築するか。 
 
6) 経済産業・雇用 

・経済産業をどのように復興し、雇用を創出していくか。 
 
7) 観光 

・三陸の多様な地域資源をどのように再生し、観光を復興していくか。 

 

報告・建議 

（ビジョン・計画の調査審議、各界代表等）

（計画全体の専門的調整、防災・経済等の専門家） 

（津波対策の調査立案、津波・まちづくり等の専門家） 

（国の機関、県議会代表者など） 

意見 

岩手県東日本大震災津波復興委員会 

総合企画専門委員会

津波防災専門委員会

オ ブ サ ー バ ー 

専門家・学識経験者
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５ 復興に向かっての象徴的な取組 

 

(1) 平泉の世界遺産登録（別添資料３参照） 

 

「平泉 ～仏国土（浄土）を表す建築・庭園及び考古学的遺跡群～」 

 

12 世紀に、奥州藤原氏初代の藤原清衡は、戦災で亡くなったすべての人々を敵・味方の区別な

く、更には獣、鳥、虫などの動物も含めて浄土に導くことを願って、中尊寺を建立した（「中尊寺

建立供養願文」より）。 

 

このことに象徴されるように、平泉は自然と一体となってあらゆる生命を尊ぶ平和と環境の都

であり、自立と共生の理念を実現していた。 

 

このような自立と共生を希求する岩手の心は、はるか縄文の時代から岩手の風土に育まれてき

たものであり、平泉の世界遺産登録は、今回の震災からの復興に向けた象徴的な取組となるもの

と考えている。 

 

H23.5  国際記念物遺跡会議（イコモス）が、世界遺産委員会に現地調査の審査結果を勧告 

H23.6  第 35 回世界遺産委員会（於：パリ）で、世界遺産登録について審議 

 

 

(2) 超大型加速器「国際リニアコライダー（ＩＬＣ）」（別添資料４参照） 

 

三陸沿岸地域の後背地である北上山地の地下 100ｍに長さ 31～50 ㎞の地下トンネルを設置し、

大型加速器を建設しようとする国際研究プロジェクト。宇宙誕生の謎の解明を目指す。 

これが実現すれば、東北は国際的頭脳拠点、科学技術の発信拠点となり、新産業の創出、関連

産業の立地などが期待される。 
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破

堤
１

箇
所

（
0
.5

ｋ
ｍ

）
・
小

鎚
川

水
門

　
機

械
設

備
破

損
・
漁

港
防

潮
堤

　
被

災

・
河

川
の

遡
上

は
大

槌
川

で
約

３
km

、
小

鎚
川

で
約

２
km

に
及

ぶ
。

・
町

中
心

部
の

ほ
ぼ

全
域

が
浸

水
し

、
建

物
の

大
部

分
が

流
出

す
る

な
ど

壊
滅

的
被

害
。

・
木

造
建

物
は

ほ
ぼ

全
て

流
出

し
た

が
、

病
院

、
役

場
庁

舎
等

鉄
筋

コ
ン

ク
リ
ー

ト
構

造
の

建
物

は
、

残
存

。
・
大

槌
川

に
か

か
る

橋
梁

５
橋

（
浸

水
範

囲
）
の

う
ち

、
JR

山
田

線
鉄

道
橋

と
町

道
橋

の
２

橋
が

流
出

。
・
大

槌
駅

舎
を

は
じ

め
JR

山
田

線
の

線
路

が
流

出
。

・
中

心
部

で
は

道
路

、
舗

装
も

流
出

し
た

が
国

道
4
5
号

大
槌

バ
イ

パ
ス

の
被

害
は

比
較

的
小

さ
い

。
・
海

岸
線

に
近

い
市

街
地

の
一

部
（
安

渡
及

び
須

賀
町

地
区

）
で

冠
水

が
し

ば
ら

く
続

い
た

。

・
津

波
高

は
T

.P
+
1
1
.0

ｍ
※

３
（
小

鎚
川

水
門

の
痕

跡
）
と

推
定

さ
れ

る
。

・
河

川
堤

防
は

、
橋

梁
位

置
の

下
流

側
に

お
い

て
破

堤
し

て
お

り
、

橋
梁

部
で

の
津

波
の

堰
上

げ
の

影
響

が
あ

る
と

推
察

さ
れ

る
。

・
舗

装
が

流
出

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
遡

上
し

た
津

波
に

は
高

い
流

速
が

発
生

し
て

い
た

と
推

察
さ

れ
る

。
・
地

震
に

よ
り

地
盤

が
沈

下
し

た
可

能
性

が
あ

る
と

推
察

さ
れ

る
。

P
３

①
壊

滅
的

な
被

害
を

受
け

、
集

落
、

都
市

機
能

を
ほ

と
ん

ど
喪

失
し

た
地

域

技
術

的
な
考

察
主

な
津

波
防

災
施

設
等

の
整

備
状

況
写

真

【
概

　
要

】
・

平
成

2
3
年

東
北

地
方

太
平

洋
沖

地
震

は
、

確
か

な
記

録
が

残
っ

て
い

る
明

治
以

降
最

大
と

な
る

マ
グ

ニ
チ

ュ
ー

ド
９

.
０

を
記

録
し

、
地

震
に

伴
っ

て
発

生
し

た
津

波
は

東
北

地
方

か
ら

関
東

地
方

の
太

平
洋

沿
岸

部
の

広
範

囲
に

及
ぶ

な
ど

、
明

治
2
9
年

、
昭

和
８

年
の

三
陸

津
波

、
昭

和
3
5
年

の
チ

リ
地

震
津

波
を

遥
か

に
凌

ぐ
大

規
模

な
も

の
と

な
っ

た
。

・
本

県
の

津
波

対
策

は
、

過
去

の
明

治
三

陸
、

昭
和

三
陸

、
チ

リ
津

波
に

よ
る

被
害

状
況

を
踏

ま
え

、
各

地
域

で
確

認
さ

れ
て

い
る

最
大

津
波

高
を

計
画

津
波

高
と

し
て

防
潮

堤
等

の
防

災
施

設
の

整
備

を
進

め
、

平
成

2
2
年

度
末

の
整

備
率

は
約

7
3
%
と

な
っ

て
い

た
。

今
回

の
津

波
に

よ
り

、
本

県
の

防
潮

堤
の

整
備

済
延

長
約

2
5
㎞

（
国

土
交

通
省

所
管

）
の

約
５

割
に

あ
た

る
約

1
4
㎞

区
間

に
お

い
て

被
害

が
発

生
し

た
（

約
２

割
に

あ
た

る
約

５
k
m
は

全
壊

）
。

・
特

に
、

臨
海

部
に

市
街

地
が

集
積

し
て

い
た

沿
岸

南
部

の
陸

前
高

田
市

や
大

槌
町

、
山

田
町

、
宮

古
市

（
田

老
地

区
）

で
は

、
計

画
津

波
高

を
上

回
る

津
波

が
防

潮
堤

等
の

防
災

施
設

を
越

え
た

こ
と

に
よ

り
、

壊
滅

的
な

被
害

を
受

け
た

。
・

ま
た

、
大

船
渡

市
や

釜
石

市
で

は
、

臨
海

部
の

市
街

地
に

大
き

な
被

害
が

出
て

い
る

も
の

の
後

背
地

の
市

街
地

の
被

害
は

小
さ

く
、

湾
口

防
波

堤
の

整
備

効
果

が
あ

っ
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

（
現

在
、

（
独

）
港

湾
空

港
技

術
研

究
所

で
検

証
中

）
。

・
沿

岸
北

部
の

洋
野

町
や

普
代

村
な

ど
で

も
、

防
潮

堤
等

の
防

災
施

設
に

よ
り

、
被

害
が

比
較

的
小

さ
く

抑
え

ら
れ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

・
県

で
は

、
今

後
、

津
波

対
策

施
設

の
効

果
検

証
等

を
行

う
と

と
も

に
、

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
や

市
街

地
の

存
置

状
況

な
ど

を
踏

ま
え

、
専

門
的

な
知

見
に

基
づ

い
て

、
施

設
の

復
旧

対
策

の
方

法
や

整
備

目
標

、
防

災
型

都
市

・
地

域
づ

く
り

等
に

つ
い

て
総

合
的

な
検

討
を

行
っ

て
い

く
予

定
で

あ
る

。

被
害

状
況

市
町

村
名

（
地

区
名

）
被

害
状

況
の

区
分

※
１

岩
手
県

別
添
資
料
１
－
１

1



設
計

基
準

整
備

状
況

主
な
津

波
防
災

施
設

市
街

地
、
住

宅
地

等
技

術
的

な
考

察
主

な
津

波
防

災
施

設
等

の
整

備
状

況
写

真
被

害
状

況
市

町
村

名
（
地

区
名

）
被

害
状

況
の

区
分

※
１

①
壊

滅
的

な
被

害
を

受
け

、
集

落
、

都
市

機
能

を
ほ

と
ん

ど
喪

失
し

た
地

域
陸

前
高

田
市

（
高

田
海

岸
）

計
画

津
波

高
　

T
.P

+
5
.5

0
m

既
存

施
設

高
　

T
.P

+
5
.5

0
m

・
防

潮
堤

　
2
.0

km
・
川

原
川

水
門

　
１

基

・
人

工
リ
ー

フ
※

４
　

３
基

・
気

仙
川

堤
防

　
2
.6

km

・
防

潮
堤

　
全

壊
 2

.0
km

・
川

原
川

水
門

　
ゲ

ー
ト
操

作
不

能
・
気

仙
川

堤
防

　
破

堤
３

箇
所

（
0
.8

km
）

・
川

原
川

（
古

川
沼

）
　

消
失

（
1
.0

km
）

・
気

仙
川

は
金

成
地

区
ま

で
津

波
が

遡
上

（
約

８
km

）
。

・
市

街
地

の
ほ

ぼ
全

域
が

浸
水

し
、

木
造

家
屋

は
ほ

と
ん

ど
全

壊
。

・
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
多

く
は

残
存

（
水

門
、

市
役

所
、

学
校

、
ホ

テ
ル

、
ビ

ル
等

）
。

・
陸

前
高

田
駅

舎
を

は
じ

め
JR

大
船

渡
線

の
線

路
の

ほ
と

ん
ど

が
流

出
。

・
津

波
に

よ
り

国
道

4
5
号

気
仙

大
橋

等
４

橋
が

落
橋

。
・
高

田
松

原
が

消
失

し
、

市
街

地
や

気
仙

川
沿

い
に

土
砂

が
堆

積
。

・
瓦

礫
に

よ
り

内
陸

と
繋

が
る

国
道

3
4
0
号

が
通

行
不

能
。

・
水

田
部

は
現

在
も

冠
水

中
。

・
津

波
高

は
T

.P
+
1
1
.1

ｍ
（
川

原
川

水
門

の
痕

跡
）
と

推
定

さ
れ

る
。

・
高

田
松

原
が

消
失

し
た

こ
と

で
古

川
沼

が
海

と
な

り
、

沼
沿

い
の

国
道

4
5
号

が
高

潮
、

波
浪

等
で

冠
水

す
る

可
能

性
が

あ
る

た
め

、
対

応
を

検
討

中
で

あ
る

。
・
防

潮
堤

が
全

壊
し

た
こ

と
や

地
盤

沈
下

の
状

況
に

つ
い

て
今

後
調

査
検

証
が

必
要

と
考

え
ら

れ
る

。
・
優

れ
た

自
然

を
有

し
て

い
た

高
田

松
原

、
川

原
川

（
古

川
沼

）
の

復
活

が
今

後
の

課
題

と
な

る
。

P
４

野
田

村
（
野

田
海

岸
）

計
画

津
波

高
　

T
.P

+
1
2
.0

0
m

既
存

施
設

高
　

（
暫

定
整

備
）

　
T

.P
+
7
.8

0
m

・
宇

部
川

水
門

　
１

基
・
明

内
水

門
　

１
基

・
泉

沢
水

門
　

１
基

・
防

潮
堤

　
0
.7

km

・
宇

部
川

水
門

　
機

械
設

備
・
管

理
用

階
段

破
損

・
明

内
水

門
　

機
械

設
備

・
管

理
用

階
段

破
損

・
泉

沢
水

門
　

機
械

設
備

・
管

理
用

階
段

破
損

、
水

門
上

屋
流

失
・
海

岸
防

潮
堤

　
異

常
な

し

・
防

潮
堤

を
越

流
し

た
津

波
は

、
宇

部
川

河
口

か
ら

約
1
.0

㎞
ま

で
の

ほ
ぼ

全
域

が
浸

水
し

、
多

数
の

家
屋

が
流

出
（
約

5
0
ｈ

ａ
）
。

・
ま

た
、

津
波

は
隣

接
す

る
北

側
の

防
潮

堤
背

後
の

農
地

が
浸

水
し

た
。

・
野

田
村

役
場

も
１

階
部

分
が

浸
水

し
て

被
害

を
受

け
た

（
役

場
1
階

部
分

の
痕

跡
高

　
T

．
P
＋

7
.9

ｍ
）
。

・
三

陸
鉄

道
　

陸
中

野
田

駅
か

ら
南

側
の

線
路

が
流

出
し

た
。

・
海

岸
沿

い
の

防
潮

林
は

津
波

の
影

響
に

よ
り

ほ
と

ん
ど

消
失

し
た

。

・
津

波
高

は
、

T
.P

＋
1
5
.0

ｍ
（
宇

部
川

水
門

の
痕

跡
）
と

推
察

さ
れ

る
。

・
野

田
海

岸
は

二
線

堤
※

５
と

な
っ

て
い

る
が

、
津

波
は

前
面

の
堤

防
だ

け
で

な
く

、
後

方
の

防
潮

堤
を

も
越

流
し

て
、

市
街

地
に

大
き

な
被

害
を

及
ぼ

し
た

。
・
防

潮
堤

や
国

道
4
5
号

道
路

護
岸

は
被

災
し

て
い

な
い

。
・
今

後
、

防
潮

堤
の

効
果

や
、

市
街

地
に

被
害

を
及

ぼ
し

た
津

波
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
に

つ
い

て
詳

細
な

調
査

・
検

証
が

必
要

で
あ

る
。

P
５

宮
古

市
（
宮

古
港

海
岸

（
藤

原
地

区
、

鍬
ヶ

崎
地

区
）
）

計
画

津
波

高
　

T
.P

+
8
.5

0
ｍ

既
存

施
設

高
　

（
藤

原
地

区
）

　
T

.P
+
8
.5

0
ｍ

・
防

潮
堤

　
1
.1

km
・
陸

閘
　

4
基

　
（
閉

伊
川

防
潮

堤
）

　
T

.P
+
5
.2

3
ｍ

・
堤

防
　

0
.3

km
・
陸

閘
　

5
基

　
（
鍬

ヶ
崎

地
区

）
・
津

波
防

災
施

設
な

し

・
防

潮
堤

　
破

堤
（
1
0
0
ｍ

）
・
水

門
　

被
災

（
２

基
）

・
防

潮
堤

が
整

備
済

み
の

藤
原

地
区

で
は

、
津

波
は

防
潮

堤
を

越
え

浸
水

被
害

が
発

生
し

た
が

、
家

屋
の

倒
壊

等
、

甚
大

な
被

害
と

は
な

っ
て

い
な

い
。

・
閉

伊
川

防
潮

堤
で

は
津

波
が

越
流

し
、

市
街

地
に

流
入

し
、

家
屋

な
ど

に
甚

大
な

被
害

を
与

え
た

。
・
鍬

ヶ
崎

地
区

で
は

防
潮

堤
が

未
整

備
で

あ
り

、
多

く
の

木
造

家
屋

が
全

壊
す

る
甚

大
な

被
害

と
な

っ
た

。
・
鍬

ヶ
崎

地
区

で
も

鉄
骨

構
造

の
水

産
加

工
施

設
等

、
漁

業
関

係
施

設
の

背
後

で
は

家
屋

等
へ

の
被

害
が

比
較

的
少

な
か

っ
た

。

・
津

波
高

は
T

.P
＋

8
.1

ｍ
（
鍬

ヶ
崎

付
近

の
痕

跡
）
と

推
定

さ
れ

る
。

・
地

形
や

建
物

に
よ

る
背

後
人

家
等

へ
の

被
害

軽
減

効
果

に
つ

い
て

検
証

す
る

必
要

が
あ

る
。

・
津

波
の

来
襲

方
向

や
地

形
と

湾
の

向
き

等
と

被
害

の
関

係
に

つ
い

て
、

検
証

す
る

必
要

が
あ

る
。

P
６

釜
石

市
（
釜

石
港

海
岸

）

計
画

津
波

高
　

T
.P

+
4
.0

0
ｍ

既
存

施
設

高
　

T
.P

+
4
.0

0
ｍ

・
釜

石
港

湾
口

防
波

堤
　

北
堤

1
.0

km
 南

堤
0
.7

km
・
海

岸
防

潮
堤

（
胸

壁
）

2
.1

㎞

・
湾

口
防

波
堤

　
北

堤
・
南

堤
と

も
被

災
・
防

潮
堤

　
半

壊
（
1
.4

㎞
）

・
甲

子
川

堤
防

　
破

堤
（
0
.1

ｋ
ｍ

）

・
河

川
の

遡
上

は
甲

子
川

で
約

3
.5

ｋ
ｍ

に
及

ぶ
。

・
中

心
市

街
地

の
ほ

ぼ
全

域
が

浸
水

。
・
建

物
の

多
く

が
流

出
し

た
範

囲
は

、
海

岸
線

に
近

い
一

部
地

域
で

あ
り

、
比

較
的

限
定

的
。

・
流

出
し

た
建

物
は

木
造

建
物

が
ほ

と
ん

ど
で

、
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
の

建
物

は
残

存
。

・
市

内
の

ア
ー

ケ
ー

ド
支

柱
は

ほ
ぼ

全
て

残
存

。
・
甲

子
川

に
架

か
る

橋
梁

に
大

き
な

被
害

は
無

い
。

・
岩

手
県

オ
イ

ル
タ

ー
ミ
ナ

ル
の

石
油

タ
ン

ク
、

釜
石

港
の

ク
レ

ー
ン

は
残

存
。

・
津

波
高

は
T

.P
+
1
0
.1

ｍ
（
須

賀
地

区
の

ビ
ル

に
お

け
る

痕
跡

）
と

推
定

さ
れ

る
。

・
湾

口
防

波
堤

や
防

潮
堤

の
効

果
に

よ
り

、
被

害
が

軽
減

さ
れ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

・
さ

ら
に

、
市

街
地

に
は

鉄
筋

コ
ン

ク
リ
ー

ト
構

造
の

建
物

が
比

較
的

密
集

し
て

お
り

、
こ

の
建

物
群

に
よ

り
建

物
流

出
被

害
が

一
部

地
域

に
止

ま
っ

た
可

能
性

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

・
同

様
に

海
岸

線
に

面
す

る
地

域
で

も
、

場
所

に
よ

っ
て

被
害

の
程

度
に

差
が

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

検
証

が
必

要
。

・
防

潮
堤

、
河

川
堤

防
の

被
災

メ
カ

ニ
ズ

ム
に

つ
い

て
今

後
詳

細
な

調
査

・
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

P
７

、
８

②
臨

海
部

の
市

街
地

を
中

心
に

被
災

し
、

後
背

地
の

市
街

地
は

残
存

し
て

い
る

地
域

2



設
計

基
準

整
備

状
況

主
な
津

波
防
災

施
設

市
街

地
、
住

宅
地

等
技

術
的

な
考

察
主

な
津

波
防

災
施

設
等

の
整

備
状

況
写

真
被

害
状

況
市

町
村

名
（
地

区
名

）
被

害
状

況
の

区
分

※
１

大
船

渡
市

（
大

船
渡

港
海

岸
）

計
画

津
波

高
　

T
.P

+
3
.4

0
m

既
存

施
設

高
　

T
.P

+
3
.4

0
m

・
大

船
渡

港
湾

口
防

波
堤

　
北

堤
0
.2

km
　

南
堤

0
.2

km
・
防

潮
堤

　
3
.4

km
・
盛

川
堤

防
　

1
.4

km

・
湾

口
防

波
堤

　
ほ

ぼ
全

壊
・
防

潮
堤

　
半

壊
（
茶

屋
前

地
区

0
.8

km
）

・
盛

川
堤

防
　

破
堤

（
１

箇
所

　
1
0
m

）

・
盛

川
は

盛
地

区
ま

で
津

波
が

遡
上

（
約

４
km

）
。

・
市

街
地

の
約

半
分

が
浸

水
し

、
木

造
家

屋
の

多
く

が
全

壊
。

・
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

の
多

く
は

残
存

（
水

門
、

工
場

、
ビ

ル
等

）
。

・
大

船
渡

駅
舎

を
は

じ
め

JR
大

船
渡

線
の

線
路

の
一

部
が

流
出

。
・
湾

口
防

波
堤

は
ほ

ぼ
全

壊
し

た
が

、
湾

内
の

防
潮

堤
の

多
く

は
残

存
。

・
湾

内
の

防
潮

堤
の

多
く

は
残

存
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

湾
口

防
波

堤
に

よ
り

、
被

害
が

軽
減

さ
れ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

・
貯

木
場

の
木

材
が

津
波

に
よ

り
流

出
し

、
堤

防
の

破
堤

に
影

響
を

及
ぼ

し
た

可
能

性
が

あ
り

、
今

後
調

査
検

証
が

必
要

で
あ

る
。

・
湾

内
で

被
害

の
程

度
に

差
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
津

波
被

害
と

地
形

条
件

等
に

つ
い

て
今

後
調

査
検

証
が

必
要

で
あ

る
。

P
９

久
慈

市
（
久

慈
港

海
岸

）

計
画

津
波

高
　

　
T

.P
+
7
.3

0
m

既
存

施
設

高
　

T
.P

+
7
.3

0
m

・
久

慈
港

湾
口

防
波

堤
　

北
堤

0
.4

km
 南

堤
0
.4

km
・
防

潮
堤

（
胸

壁
）

2
.8

km
・
陸

閘
　

1
2
基

・
湾

口
防

波
堤

　
本

体
異

常
な

し
、

消
波

工
沈

下
あ

り
・
陸

閘
　

全
壊

（
１

基
）
、

半
壊

（
５

基
）

・
防

潮
堤

を
越

流
し

た
津

波
に

よ
り

、
久

慈
港

周
辺

の
人

家
、

工
場

等
が

浸
水

被
害

を
受

け
た

が
、

建
物

の
浸

水
は

ほ
と

ん
ど

が
1
階

部
分

の
み

（
防

潮
堤

付
近

の
地

盤
か

ら
約

2
.0

ｍ
）
で

あ
り

、
被

害
の

程
度

は
比

較
的

小
さ

い
（
約

2
1
0
ｈ

ａ
）
。

・
中

心
市

街
地

は
国

道
4
5
号

の
西

側
に

位
置

し
て

お
り

、
津

波
は

国
道

4
5
号

を
越

流
し

な
か

っ
た

た
め

、
市

街
地

へ
の

影
響

は
少

な
か

っ
た

。
・
陸

閘
は

津
波

の
影

響
に

よ
り

６
箇

所
破

損
し

て
い

る
。

・
湾

の
北

側
に

あ
る

半
崎

地
区

に
つ

い
て

は
、

造
船

所
や

石
油

備
蓄

基
地

等
が

大
き

な
被

害
を

受
け

た
。

・
久

慈
川

約
3
ｋ
ｍ

、
夏

井
川

約
1
.5

ｋ
ｍ

に
お

い
て

は
、

河
川

の
津

波
遡

上
が

確
認

さ
れ

て
い

る
。

・
津

波
高

は
T

.P
＋

8
.2

ｍ
（
諏

訪
下

地
区

の
痕

跡
）
と

推
定

さ
れ

る
。

・
浸

水
被

害
は

国
道

4
5
号

よ
り

東
側

の
み

で
あ

り
、

湾
口

防
波

堤
の

効
果

が
高

い
と

考
え

ら
れ

る
。

・
防

潮
堤

周
辺

は
、

鉄
筋

コ
ン

ク
リ
ー

ト
造

り
の

工
場

等
が

多
く

隣
接

し
、

市
街

地
へ

の
影

響
は

少
な

か
っ

た
も

の
と

推
察

さ
れ

る
。

・
今

後
、

湾
口

防
波

堤
や

鉄
筋

コ
ン

ク
リ
ー

ト
構

造
の

建
物

に
よ

る
効

果
に

つ
い

て
、

詳
細

な
調

査
・
検

証
が

必
要

で
あ

る
。

P
1
0
、

1
1

田
野

畑
村

（
島

の
越

漁
港

海
岸

、
嶋

之
越

海
岸

）

計
画

津
波

高
　

T
.P

+
1
4
.3

0
m

既
存

施
設

高
　

T
.P

+
1
0
.0

0
m

【
島

の
越

漁
港

海
岸

】
（
暫

定
整

備
）

T
.P

+
7
.3

0
m

・
防

潮
堤

0
.5

km
・
松

前
川

水
門

　
１

基
・
陸

閘
　

４
基

【
嶋

之
越

海
岸

】
・
嶋

之
越

水
門

　
１

基
・
陸

閘
　

２
基

（
T

.P
+
1
4
.3

0
m

に
対

応
す

る
水

門
を

建
設

中
）

【
島

の
越

漁
港

海
岸

】
・
防

潮
堤

　
被

災
・
松

前
川

水
門

　
被

災
・
陸

閘
　

２
基

被
災

【
嶋

之
越

海
岸

】
・
嶋

之
越

水
門

　
機

械
設

備
破

損
・
陸

閘
　

　
機

械
設

備
破

損
・
工

事
中

の
水

門
に

は
、

大
き

な
被

害
な

し

・
北

側
の

島
の

越
地

区
で

は
、

河
口

か
ら

約
１

km
ま

で
の

区
間

の
全

域
が

浸
水

し
、

ほ
と

ん
ど

の
建

物
、

道
路

、
鉄

道
が

流
出

。
・
南

側
の

嶋
之

越
地

区
で

は
、

河
口

か
ら

約
0
.5

km
ま

で
の

区
間

の
ほ

ぼ
全

域
が

浸
水

し
た

が
、

多
数

の
木

造
住

宅
が

残
存

。
・
島

の
越

漁
港

の
上

屋
施

設
が

流
出

し
た

ほ
か

、
防

波
堤

な
ど

の
漁

港
施

設
に

被
害

が
発

生
。

・
津

波
高

は
T

.P
+
1
1
.6

m
（
嶋

之
越

水
門

上
屋

の
痕

跡
）
と

推
定

さ
れ

る
。

・
嶋

之
越

地
区

で
は

、
既

存
と

工
事

中
の

２
基

の
水

門
に

よ
り

、
被

害
を

軽
減

し
た

可
能

性
が

あ
る

。
・
近

接
し

た
地

域
で

あ
っ

た
も

、
津

波
に

よ
る

浸
水

範
囲

が
大

き
く

異
な

っ
て

お
り

、
防

波
堤

及
び

水
門

の
効

果
検

証
が

必
要

で
あ

る
。

P
1
2

岩
泉

町
（
小

本
海

岸
）

計
画

津
波

高
　

T
.P

+
1
3
.3

0
m

既
存

施
設

高
　

T
.P

+
1
3
.3

0
m

・
防

潮
堤

　
0
.4

km
・
小

本
川

水
門

　
１

基

・
防

潮
堤

　
護

岸
一

部
破

損
（
0
.2

km
）

・
小

本
川

水
門

　
機

械
設

備
破

損
。

・
小

本
川

河
川

堤
防

破
堤

（
0
.1

km
）

・
河

口
か

ら
約

1
.5

ｋ
ｍ

ま
で

の
市

街
地

は
、

約
9
0
％

が
浸

水
し

、
多

数
の

家
屋

が
流

出
（
宅

地
農

地
等

浸
水

面
積

約
1
0
0
h
a)

。
・
小

本
川

右
岸

の
河

口
付

近
に

あ
っ

た
保

安
林

が
流

出
し

、
津

波
と

と
も

に
近

接
す

る
住

宅
地

に
流

入
。

・
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
の

建
物

の
他

、
多

数
の

木
造

住
宅

が
残

存
。

・
河

口
か

ら
約

5
0
0
ｍ

に
位

置
す

る
小

本
小

学
校

、
小

本
中

学
校

が
浸

水
。

・
三

陸
鉄

道
に

は
津

波
被

害
は

な
し

。

・
津

波
に

よ
り

、
小

本
川

水
門

の
上

屋
（
T

.P
+
1
9
.3

ｍ
）
に

被
害

が
生

じ
て

い
る

。
・
防

潮
堤

及
び

水
門

の
効

果
に

よ
り

、
家

屋
の

流
出

被
害

を
軽

減
し

た
可

能
性

が
高

い
と

推
察

さ
れ

る
。

・
防

潮
堤

を
越

流
し

保
安

林
を

流
出

さ
せ

た
津

波
に

よ
る

被
害

等
に

つ
い

て
の

検
証

が
必

要
で

あ
る

。
P
1
3

洋
野

町
（
平

内
海

岸
）

計
画

津
波

高
　

T
.P

+
1
2
.0

0
m

既
存

施
設

高
　

T
.P

+
1
2
.0

0
m

・
防

潮
堤

　
1
.2

km
・
川

尻
川

水
門

　
１

基
・
離

岸
堤

　
５

基
　

0
.5

km

・
離

岸
堤

　
一

部
被

災
（
１

基
）

・
防

潮
堤

の
陸

側
約

2
0
0
ｍ

に
位

置
す

る
ＪＲ

八
戸

線
、

平
内

小
学

校
な

ど
背

後
地

へ
の

被
害

な
し

。
・
津

波
は

防
潮

堤
を

越
え

て
お

ら
ず

、
防

潮
堤

及
び

水
門

が
津

波
対

策
と

し
て

の
効

果
を

発
揮

し
た

と
推

察
さ

れ
る

。

P
1
4

④
防

災
施

設
等

の
後

背
地

に
は

ほ
と

ん
ど

被
害

が
な

い
地

域

③
臨

海
部

の
集

落
を

中
心

に
被

災
し

、
市

街
地

は
概

ね
残

存
し

て
い

る
地

域

3



設
計

基
準

整
備

状
況

主
な
津

波
防
災

施
設

市
街

地
、
住

宅
地

等
技

術
的

な
考

察
主

な
津

波
防

災
施

設
等

の
整

備
状

況
写

真
被

害
状

況
市

町
村

名
（
地

区
名

）
被

害
状

況
の

区
分

※
１

普
代

村
（
宇

留
部

海
岸

）

計
画

津
波

高
　

T
.P

+
1
5
.5

0
m

既
存

施
設

高
　

T
.P

+
1
5
.5

0
m

・
普

代
水

門
　

1
基

・
水

門
　

管
理

橋
及

び
機

械
設

備
の

一
部

破
損

・
水

門
の

上
流

約
1
0
0
ｍ

の
左

岸
に

位
置

す
る

普
代

小
学

校
や

、
さ

ら
に

上
流

に
位

置
す

る
中

学
校

、
市

街
地

に
被

害
な

し
。

・
海

岸
線

は
約

1
0
0
ｍ

後
退

し
、

水
門

海
側

の
松

林
は

ほ
と

ん
ど

流
出

。

・
水

門
及

び
水

門
の

海
側

に
存

在
し

た
砂

浜
や

松
林

の
効

果
に

よ
り

、
背

後
地

の
被

害
が

軽
減

さ
れ

た
と

推
察

さ
れ

る
。

・
管

理
橋

や
機

械
設

備
は

水
門

部
に

お
け

る
越

波
に

よ
り

破
損

し
た

も
の

と
推

察
さ

れ
る

。
P
1
5

※
１

　
被

害
状

況
の

区
分

：
国

の
「
被

災
地

の
復

旧
に

関
す

る
検

討
会

議
」
に

よ
る

タ
イ

プ
分

類
（
暫

定
）
を

基
に

、
市

街
地

、
集

落
等

の
形

成
状

況
に

よ
り

、
県

が
大

ま
か

に
分

類
し

た
も

の
※

２
　

T
.P

：
東

京
湾

中
等

潮
位

か
ら

の
高

さ
※

３
　

津
浪

高
：
県

調
査

値
（
速

報
値

）
か

ら
推

察
し

た
値

及
び

（
独

）
港

湾
空

港
技

術
研

究
所

の
調

査
値

※
４

　
人

工
リ
ー

フ
：
消

波
及

び
海

浜
の

侵
食

対
策

を
目

的
と

し
て

整
備

す
る

水
面

に
没

し
た

構
造

物
※

５
　

二
線

堤
：
本

堤
（
防

潮
堤

）
が

決
壊

し
た

場
合

の
被

害
を

軽
減

す
る

た
め

、
本

堤
の

背
後

に
位

置
す

る
第

二
の

堤
防

（
防

潮
堤

）
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平成23年東北地方太平洋沖地震及び津波災害に関する

被害状況及び技術的な考察

【状況写真】

岩手県 別添資料１－２



①壊滅的な被害を受け、集落、都市機能をほとんど喪失した地域

【被災前】

【被災後】

宮古市（田老海岸、田老漁港海岸）

臨海部の市街地は壊滅的な被害

１

田代川水門

田代川

山側堤防 山側堤防

海側堤防

海側堤防
田代川



①壊滅的な被害を受け、集落、都市機能をほとんど喪失した地域
【被災前】

【被災後】

山田町（山田漁港海岸）

臨海部の市街地は

壊滅的な被害

２

関口川

関口川



①壊滅的な被害を受け、集落、都市機能をほとんど喪失した地域

【被災前】

【被災後】

大槌町（大槌漁港海岸）

臨海部の市街地は

壊滅的な被害

３

須賀町地区

安渡地区

小鎚川水門

大槌川

小鎚川
鉄道橋流出

町道橋流出

小鎚川

大槌川

国道45号

国道45号



①壊滅的な被害を受け、集落、都市機能をほとんど喪失した地域

【被災前】

【被災後】

高田海岸防潮堤が全壊

陸前高田市（高田海岸）

臨海部の市街地は

壊滅的な被害

４

川原川水門

気仙川

川原川

湛水区域

国道45号

気仙川

川原川

国道45号



②臨海部の市街地を中心に被災し、後背地の市街地は残存している地域

【被災前】

【被災後】

野田村（野田海岸）

臨海部の市街地を

中心に被災

後背地の

市街地は残存

５

宇部川水門明内水門
泉沢水門

宇部川
明内川泉沢川

国道45号

泉沢川 明内川 宇部川

国道45号



②臨海部の市街地を中心に被災し、後背地の市街地は残存している地域

【被災前】

【被災後】

宮古市（宮古港海岸（藤原地区、鍬ヶ崎地区））

６

臨海部の市街地を

中心に被災

後背地の市街地は残存

臨海部の市街地を

中心に被災
閉伊川

破堤

鍬ヶ崎地区

閉伊川



②臨海部の市街地を中心に被災し、後背地の市街地は残存している地域

【被災前】

【被災後】

釜石市（釜石港海岸①）

臨海部の市街地を

中心に被災

後背地の市街地は残存

７

甲
子
川

甲
子
川

IOT



②臨海部の市街地を中心に被災し、後背地の市街地は残存している地域

【被災前】

【被災後】

釜石市（釜石港海岸②）

釜石港湾口防波堤

釜石港湾口防波堤

８



②臨海部の市街地を中心に被災し、後背地の市街地は残存している地域

【被災前】

【被災後】

大船渡市（大船渡港海岸）

臨海部の市街地を中心に被災
後背地の市街地は残存

９

須崎川
須崎川水門



③臨海部の集落を中心に被災し、市街地は概ね残存している地域

【被災前】

【被災後】

久慈市（久慈港海岸①）

10

久
慈
川

後背地の

市街地は残存

臨海部の集落を

中心に被災

国道45号

久
慈
川

国道45号



③臨海部の集落を中心に被災し、市街地は概ね残存している地域

【被災前】

【被災後】

久慈市（久慈港海岸②）

久慈港湾口防波堤

久慈港湾口防波堤

11



③臨海部の集落を中心に被災し、市街地は概ね残存している地域

【被災前】

【被災後】

田野畑村（島の越漁港海岸、嶋之越海岸）

臨海部の集落を

中心に被災

12

松前川水門

嶋之越水門

島の越地区

嶋之越地区

（建設中）



③臨海部の集落を中心に被災し、市街地は概ね残存している地域

【被災前】

【被災後】

岩泉町（小本海岸）

小本川水門

臨海部の集落を

中心に被災

13

松林

国道45号

国道45号

小本川

小本川



④防災施設等の後背地にはほとんど被害がない地域

【被災前】

【被災後】

洋野町（平内海岸）

14

川尻川水門川尻川

後背地に大きな被害なし

後背地に大きな被害なし

離岸堤

川尻川



④防災施設等の後背地にはほとんど被害がない地域

【被災前】

【被災後】

普代村（宇留部海岸）

普代水門

後背地に大きな被害なし

15

普
代
川

普代小学校

普
代
川
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東日本大震災津波からの復興に向けた基本方針 

 

平成 23 年 4 月 11 日   

岩 手 県 

 

１ 趣旨 

東日本大震災津波からの復興に向けて、緊急的に取り組む内容や、復興への地域

の未来の設計図となる復興ビジョン及び復興計画の策定など、県として取り組む基

本的な方針を明らかにするものです。 

 

２ 基本方針を貫く二つの原則 

基本方針を貫く二つの原則を掲げ、この原則のもとに取組を進めていきます。  

○ 被災者の人間らしい「暮らし」、「学び」、「仕事」を確保し、一人ひとりの幸福

追求権を保障する  

○ 犠牲者の故郷への思いを継承する１ 復 

興の理念（二大原則） 

３ 緊急的に取り組む内容 

行方不明者の捜索や被災者への生活支援、県民生活の回復を最優先課題とし、緊

急的に取り組む内容は、以下のとおりです。  

(1) 県の取組事項 

 ○ 行方不明者の捜索 

 ○ 被災者の生活支援 

・ 避難所の運営支援 

・ 内陸部への一時避難 

・ 応急仮設住宅の建設 等  

 ○ ライフライン等の復旧 

・ 電気・ガス、水道、交通・通信網などの早期復旧  

・ 日常生活に必要な物資の安定供給  

・ 燃料の確保 等  

○ 被害市町村に対する人的支援 

・ 行政機能回復支援 

・ 応急措置支援 等 

○ 保健医療提供体制の整備 

・ 救援医療体制の整備 

・ 医薬品等の提供  

・ 医療介護等従事者の派遣  

・ 被災者の感染症予防等保健・衛生対策 

・ 高齢者等要援護者の支援等 
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○ 災害廃棄物（がれき）の処理 

・ 市街地や湾内などのがれき等の災害廃棄物の早期処理 

○ 産業・雇用の復興に向けた基盤構築  

・ 被災企業への金融支援  

・ 中小企業者への相談体制の整備 

・ 雇用対策基金による被災地における雇用の維持 等  

○ 水産業等の復興に向けた基本機能の早期復旧  

・ 農林水産業施設等の被害実態調査・応急対応 

・ 漁業協同組合機能の早期回復支援  

・ 生産基盤を失った生産者への支援 等 

○ 公共土木施設等の早期復旧 

・ 被災状況の実態調査 

・ 道路や港湾、汚水処理施設等の公共土木施設等の応急対応 等 

○ 教育環境の復旧 

・ 被災地域における学校の再開 

・ 被災地の児童・生徒の心のケア支援等 等  

(2) 国への要望事項 

○ 被災者の速やかな救出と救援の強化 

  ○ ライフライン等の復旧 

  ・ ガソリン等の生活関連物資の安定的供給  

・ 県民生活への総合的支援  

・ 地域安全対策の強化 等  

○ 被災市町村に対する人的・財政的支援 

○ 医療・福祉 

・ 医療体制の確保と医療施設や社会福祉施設等の早期復旧 

・ 被災地を対象とした地域医療再生臨時特定交付金制度の創設  

・ 避難所への医薬品の提供支援 等  

○ 災害廃棄物 

・ 災害廃棄物（がれき）の早期処理と全面的な支援の確保 

○ 地域産業 

・ 産業施設の早期復旧と事業継続支援 

・ 仮設工場の整備・貸与、民間貸工場入居に対する家賃補助 

・ 当面の資金繰り支援と特別な融資制度（無利子・利子補給）の創設 

・ 被災した地域産業の事業継続のための大型補助制度の創設 等  

○ 水産業等 

・ 漁業と流通・加工業の一体的な再建 

・ 漁業者等の生活補償等 

・ 漁業協同組合を核とした漁業、養殖業の円滑な再開  
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・  水産基盤施設等の復旧・復興 

・ 農地の復旧や畜産被害に関する緊急対策  

・ 木材の緊急的な流通対策 等 

○ 道路、港湾等の公共土木施設の早期復旧の支援 

○ 文教環境の復旧 

・ 被災学校に対する支援 

・ 避難所における教育の確保  

・ 生活基盤を失うおそれのある児童生徒への支援 等  

○ 災害復旧事業等に係る地方財政措置等の拡充 

 

４ 復興ビジョンと復興計画の策定 

(1) 策定の趣旨 

  復興ビジョン及び復興計画は、今後の復興に当たって、様々な分野の取組を総

合的かつ効果的に行うとともに、国・県・市町村はもとより、県民、企業、NPO

など地域社会のあらゆる構成主体が一体となって取り組むための指針として策定

するものです。  

(2) 復興ビジョンと復興計画 

○ 「復興ビジョン」は、復興に向けての基本理念や取組内容のあらまし等につい

て定めるものです。 

○  「復興計画」は、具体的に取り組む施策や事業、工程表等について定めるも

のです。 

○  復興ビジョン及び復興計画は、「岩手県東日本大震災津波復興委員会」（以下

「委員会」という。）の意見を基に、専門家・研究者の提言や、関係市町村、

被災者をはじめとした県民等の意見も踏まえながら、策定します。 

○  復興にはある程度の期間を要することから、復興ビジョン及び復興計画の期

間は、中長期なものを想定していますが、委員会の意見も踏まえ、今後、定め

ていきます。 

(3) 復興に向けて取り組む内容  

復興に向けて取り組む内容については、次のように想定していますが、具体的

内容については、委員会の意見を踏まえて定めていきます。また、項目の追加や

変更もあるものです。 

① 市町村行政機能の支援 

・ 被災市町村における復興計画策定支援 

・ 被災者の生活再建の支援  

・ 復興段階を考慮した被災者向け住宅の供給  

・ 地域コミュニティの維持・再生の支援 等  

② まちづくり 

・ ハード、ソフトの両面からの災害に強いまちづくりの推進 
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・ 故郷への思いを生かしたまちづくりの推進  

・ 防災を考慮したインフラの復旧と整備 

・ 地域と地域を結ぶ広域的な道路ネットワーク形成 等  

③ 水産業等  

・ 漁業協同組合機能の回復  

・ 水産施設（個人施設を含む）の再建と漁業・流通・加工業の再構築 

・ 農林業の生産基盤の再生 等  

④ 学校・教育  

・ 学校・家庭・地域が一体となった「学びの場」の再生 

・ 児童生徒の心のケアへの対応 

・ 学校・地域における文化・スポーツ活動の再始動 等 

⑤ 医療・福祉  

・ まちづくりと連動した保健医療福祉体制の整備 

・ 福祉コミュニティの再構築  

・ 被災者の心のケアへの対応 等 

⑥ 経済産業・雇用  

・ 事業所再建と地域産業の事業継続支援 

・ 各地域の特色あるものづくり産業の復興と経済産業の基盤構築 

・ 科学技術振興やベンチャー支援などによる新産業創出 

・ 被災等による離職者の雇用の確保 等 

⑦ 観光  

・ 観光施設等の再生  

・ 風評被害への対応  

・ 新たな観光資源の開発 

・ 復興のアピールと賑わいの回復 等  

 

５ 復興に向けた体制整備 

○  震災から復興に向けた取組を加速させるため、県庁内に専担組織を設置しま

す。 

○ 全県的に必要な行政サービスに配慮しながら、復興事業へのシフトと重点化を

図っていきます。 

 

６ 国との連携 

○ 本県を始め、東北地方の復興は、日本全体の繁栄に結び付くものと考えます。

このため、国には、県や市町村との連携を図りながら、復興に向けた取組に対

する積極的な支援を行うとともに、国直轄事業の実施も含め、国家プロジェク

トとして主体的に取り組むことを期待するものです。 



世界遺産登録を目指す「平泉」

奥州藤原氏初代清衡は、仏教による平和な国をめざして東北地方の
中心に中尊寺を建立しました。（12世紀）

北緯37度
白河関

北緯39度

北緯41度

平泉・中尊寺

外が濱

清衡は、前九年、後三年の合戦
で家族を亡くした体験から、奥州を
「争いのない理想郷」にすることを
決意します。

清衡の思いは、「中尊寺建立供
養願文」の中に表れています。

「戦災でなくなった全ての人々を、
敵・味方の区別なく、さらには獣や
鳥、魚や虫などの動物も含めて、
浄土へと導きたい」 （意訳）

中尊寺建立供養願文（冒頭部分）

「平泉ｰ仏国土（浄土）を表す建築・庭園及び考古学的遺跡群ｰ」

● 平成22年１月 推薦書を、日本国からユネスコへ提出

● 同年９月 世界遺産委員会の諮問機関である国際記念物

遺跡会議（イコモス）による現地調査

● 平成23年５月 イコモスから審査結果の勧告 （8日まで）

● 同年６月 第35回世界遺産委員会で審議（パリ 19-29日）

鎌倉時代の歴史書「吾妻鏡」によると、
清衡は、外が濱から白河関までの街道
沿いに、１町（109m）毎に笠塔婆（かさと
うば）を立て、東北の中心を計ったとされ
ています。

１ 東北の中心にある平泉

３ 世界遺産登録に向けたスケジュール

２ 理想郷を目指して

中尊寺金色堂
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“インターナショナル・リニア・コライダー ” （略称：ＩＬＣ）は、全長31～50ｋｍの地下トンネルに
建設される加速器※を中心とした大規模研究施設。世界中の研究者が協力して、「世界に一
つだけ」建設しようという計画。現在、素粒子物理学者の国際的組織が検討を進めている。
ＩＬＣでは、トンネルの一方からは電子(e-)を、もう一方からは陽電子(e+)を入れ直線の加速器

で光速度まで加速し、真ん中で衝突させ、「宇宙誕生＝ビッグバン」直後の状態を再現。質量
の起源や時空構造、宇宙誕生の謎の解明を目指す。
※電気を帯びた粒子（この場合は電子と陽電子）を加速する装置

ILC/国際リニアコライダーとは
出典：KEK （by 沼澤茂美）

International Linear Collider
世界中の頭脳が集まる国際研究施設

「インターナショナル・リニア・コライダー」

・・・・・
・・・・・・
・・・・・

・・・・・
・・・・・・
・・・・・

e- e+

東北が世界の最先端科学技術の拠点となります
ＩＬＣは、国際協力により建設される高度な学術研究施設。人類の英知を結集して、素粒子物理学の発展に大きな役割を

果たすことが期待される。
数千人とも言われる研究者に加え家族などが居住する国際学術都市が形成され、世界最先端の研究成果が東北地方か

ら生み出され、東北は国際的な頭脳拠点、科学技術の発信拠点となる。
世界中の多くの研究者や技術者による国際的な研究交流が展開され、これら世界の頭脳との交流や科学教育によって、

青少年の科学への興味や一般の方々の知的好奇心が高まるほか、東北から次世代の科学者や技術者が育成され、日本
や世界の科学技術の振興、国際社会への貢献が可能となる。
我が国の生きる道は科学技術にある。科学技術に不信感などが出ているこの時期にこそ、国際社会や国民に向けて「新

しい時代を築く科学技術の一大プロジェクトに取組む」というメッセージを発することが望まれる。

ILCが建設されると

候 補 地
アメリカ：シカゴ近郊 ヨーロッパ：ジュネーブ近郊
アジア：北上山地が有力候補地（花崗岩岩体）
リニアコライダーの建設の条件

31ｋｍ～50ｋｍの加速器用トンネル、アクセス用トンネ ル、地
下大ホール（測定器を収容）が建設できること
★電子と陽電子の精密衝突には人工振動や活断層がなく、
硬い安定岩盤にトンネル収容できることが絶対的必要条件
★北上山地の候補地は活断層もなく、硬質な花崗岩岩体が50
ｋｍにわたり分布。

出典：CERN

仙台市

東北大学

仙台空港

東北における新産業の創出が期待されます
加速器は医療・創薬・材料・工学などに汎用利用される日本が得意とする基盤技術。
ＩＬＣは、その技術の粋を集め、新材料、超精密加工、超伝導技術など極限技術を駆使。それらの技術は、ＩＴ、バイオテク

ノロジー、ナノテクノロジー、医療、環境などの様々な先端的研究分野にも応用可能であることから、新たな産業の創出や
関連産業の立地等を通じて、東北地方の経済活性化につながっていくことが期待される。
また、ILCの派生技術として、加速器ベースのシステムで原発から廃棄物（長寿命核種）を短寿命核種に変換する研究も

行われている。

地下施設と地震

一般に地下は地上より
も地震振動が小さくなる
ことから、ILCは地震に
強い施設。
また、北上山地の候補
地（標高100ｍ）は、堅
牢な岩盤地帯であり、
地上部の被害も報告さ
れていない。

東北の産学官の研究会を設立し普及
推進。特に、東経連・東北大・宮城県
とは密接に連携した活動を展開。

想定されるスケジュールなど
～2012年 工学設計（建設サイトを想定した技術設計）

※2010年岩手県は東北大学と共同で地質調査を実施。
その後、日・米・ＥＵ政府等に設計案を提示（プロボーザル）→政府が立候補
→政府間協議で建設地決定（サイト選定、国際研究所設立）・・・
建設期間：7年程度
建設費（国際分担）：数千億円
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